病棟チームカンファレンス記録
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＜連絡事項＞
・特記事項はありません。

＜患者様連絡事項＞
・鈴木　光様～13：00御家族の迎えあり退院となっています。

・成田　富士子様～ベッドコントロールの為、303号室305号室へ部屋移動となっています。

・千葉　光広様～スタッフ付き添いにて佐々木泌尿器受診されています。同内容の内服薬
90日分処方となっています次回受診時には薬剤情報を持参してほしいと
の事です。

＜要注目患者様＞
・瀧澤　杏奈様～気分高揚さ見られていますが、妄想発言や話しかけは少ないです。食事は、朝食は全量摂取し昼食は2/3摂取されています。昼食摂取後1口分の量の嘔吐ありました。その後は、嘔吐は見られません。午後は作業に行かれています。今後も訴えの内容、危険防止を考慮し対応していきましょう。


・成田　富士子様～本日は、一時的に不機嫌となったり、入院費が足りなくて支払えなかったのを気にし、聞いて来る事もあります。糖尿病治療に必要な経費を優先に考えて不必要な物（リハビリパンツ、クリープ、0カロリーのゼリー、ビニール袋等）を購入しない様に、本人と担当の方で話し合って下さい。

・原　吉郎様～体調不良が続いた為、入浴しておらず異臭があります。本人の拒否も強
くあり、診察時に主治医から入浴する様伝えてもらいます。

＜安ヶ平Ｄｒケース検討・診察状況＞
・三上　勇様～11/14朝食後薬の薬包の取り間違いあり、本日間違えない様に次に服用する所に札を作って入れておく事としています。

・滝田　英人様～大声での独語は少なくなってきています。11/12の夕食は、レストランへ行かれているが、「やっぱりいい」と摂取せず不食しています。日課等はマイペースで遅れがちです。

・中川原　義雄様～11/8　22：40和室で一方的に他者へ1時間以上話し掛けており、その後自室へ戻ると電気を点けてお菓子を食べ始めており、気分高揚と迷惑行為が見られています。
11/10朝食後薬服用時に、夕食後薬を持参され途中で気付いています。
　　　　　　　　　注意散漫さが見られています。
　　　　　　　　　処方変更はありません。

＜馬渡Ｄｒケース検討・診察状況＞
・佐々木　淳様～時折不機嫌さや入浴の拒否みられています。粗暴性はなく他者トラブルには至っていません。11/14朝、右下腿に2cmの水疱あり皮膚科診察しています。採血の結果ではカルバマゼピンは有効血中域となっています。処方継続です。

・原　吉郎様～発熱なく経過しています。11/2以降具合が悪いと入浴を拒否しており、異臭が目立っています。「脳が溶ける」といったような体感幻覚の訴えはないが、心気的な訴えや自分なりのこだわりが強いです。レボトミン50⇒25mg減薬。クロザピンは、11/14～175mgへ増量となっています。診察後、入浴や予防接種を実施しようとしたスタッフに対し、興奮し蹴るなどの粗暴行為あり。こちらの説明にも耳をかさず大声で興奮しています。レボトミン（25）１ｍＬ 1 Ａ 筋注の指示あり、施行しています。
・山下　拓也様～著変なく穏やかに病棟内で過ごせています。トレパン（上下）、バスタオ
　　ル等の購入要望強く執拗さあり、担当スタッフで対応しています。処方
継続です。

・山口　富造様～著変ないです。昨日いなほ荘の調査がありましたが入所は難しいようで
　　　　　　　　す。処方継続です。

・蝦夷森　重男様～著変なく経過しています。処方継続で12/1あたり退院予定となります。

＜皮膚科診察＞
・佐々木　淳様～両大腿は特変なし、皮膚乾燥、処置継続です。右下腿（膝下方）に水疱あり、ガーゼ保護の指示とデルモゾールＤＰ軟膏　2本処方となっています。

・成田　富士子様～特変なく処置継続です。

・原　吉郎様～膨疹現在は見られていませんが、時々皮膚状態観察する様にとの事です。処置継続で、オイラックス　１本処方となっています。

・松川　久雄様～特変はなく処方継続です。

・三上　勇様～特変なしで処置継続です。デルモゾールⅮＰ軟膏2本、ケルガー液1本処方となっています。
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・山口　富造様～特変なく処置継続です。デルモゾールＤＰ軟膏2本とケルガー液　1本処
方となっています。

・五日市　規様～特変なく落屑ありで処置継続です。テルビナフィンクリーム　1本処方となっています。

・松谷　和也様～趾間稍軽減で他特変なしで処置継続です。

